
医療機関からの請求書の見方



お問い合わせ例
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• 医療費の請求書が届いたけれど、請求書の見方が分からず内容が理解できない

• 保険情報が正しく登録されていない

• 受診した覚えのない請求

• 督促状と記載があるが支払い期日までに間に合わない

• 支払い方法は現金またはクレジットカードで支払いなのか



【医療費精算】
医療機関からの請求の支払いをする前に確認すべきこと
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出張者

病院

勤務先
人事部

プレステージインターナショナルUSA
メディカルアシストサービス

健保

海外旅行保険

連絡先に勤務
先住所等を記
載すると届くこと
があります。

医療機関からの保険会社へ請求したという連絡通知【This is NOT Bill】(医療機関による）

医療機関からの保険会社の支払い後の自己負担額の請求書

STEP1: 患者の保険会社へ請求申請

STEP2: 患者へ保険会社へ請求申請したという通知送付【This is NOT Bill】

*通知は医療機関により届く場合とそうでない場合あり

STEP3: 保険会社から支払いがあった場合：患者負担額の請求書を患者へ送付

STEP4: 保険会社から支払いがない場合：

CASE1: 患者へ「保険会社からの応答がない為、医療機関への確認依頼」通知を送付

CASE2:医療費全額の請求書を患者へ送付

救急車代

施設費用

医師費用

検査費用

レントゲン費用

※一箇所に受診しても各サービスから請求書
が届きます。
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CASE1: 保険会社からの明細と病院からの請求書を照合し、患者負担（Patient Responsibility)の金額を確認する。

対応1: 患者負担額が一致していれば、医療機関へ支払いをする。

対応2: 一致していない場合は、保険会社または医療機関へ問合せをする。(確認後⇒対応1）

CASE2: 医療機関からの請求書上に保険会社からの支払い額、ネットワーク調整額などが計上された上で、患者負担額が表記されている場合は、

医療機関からの請求額を支払いする。(ダブルチェックしたい場合はEOBの到着を待つ）

１．受診時に保険証を提示していたとしても、医療機関側で正しく保険情報が登録されていない場合があります。医療機関より通知や請求書を受理した際に、

正しい保険会社に請求されているかを確認しましょう。 保険会社やプランなどを変更した場合は正しく更新されているか確認しましょう。

２．アメリカでは医師費用、施設費用、検査費用、レントゲン費用など1受診の場合でもそれぞれ異なった機関から請求書が届きます。同じ受診日の請求書が

何枚も届く場合があるので、何の処置に関する費用なのかを念のため確認しましょう。

３．保険会社からの明細（EOB）は保険会社が医療機関から受理した請求書を処理した後に発行される為、受診月に必ずしも届くとは限りません。

医療機関が間違った住所や保険会社に請求申請をしているために処理されていない場合もある為、満額の請求書が届いた場合は、保険会社または医療機

関へ連絡の上、請求書が正しく保険申請されているかを確認しましょう。
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医療機関からの請求書 例1-1

1

2

3

1

1. アカウント名義=患者名、請求番号、アカウント番号、

患者情報（名前・住所）

2. 未払い請求額

3. 保険情報（名前、住所、グループ、プラン、ID番号）

4.担当医

5.DOS=Date of Service 受診日

6.We have filed to your insurance already. You 

can pay for the statement amount due in 

MyDocBill.

保険会社に請求済みです。MyDocBillから明細バラン

スの支払い手続きをいただけます。
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4

5

3

☝ポイント
医療機関からの請求書 例1-2

6

⑥保険会社に請求済み、お支払い手続きを、と記載があります。

③に正しい保険会社の情報が記載されているか確認してください。

Pay/ADJ（支払い/調整)またPending Insur（保険会社処理

中）に金額の反映もなく全額が未払いとして請求されています。

支払う前に、ご自身で保険会社に連絡し実際に請求処理がされて

いるのか確認のお問い合わせをされる事をお勧めいたします。

確認した結果、もし保険対象外であれば、記載請求額を医療機関

にお支払いください。

保険会社と医療機関での処理中であれば、医療機関への連絡は

特に必要ありません。
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医療機関からの請求書 例2-1

書面ではなく、Eメールで請求書の案内が届く場合もあります。

検査機関Laboratoryからのオンライン上での請求例をご案内いたします。

①届いたEメール上のPay Your Billをクリック ②案内に沿ってログイン ③支払う前に受診日や内訳の内容を確認

2

1

3

患者名

アカウント番号
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医療機関からの請求書 例2-2

☝ポイント

請求書内訳と保険会社EOBを照合し、受診日や金額など一致していることを確認してからご精算ください。

請求内訳のAdjustmentsは提携医療機関の割引です。EOBの理由コード、Remarksにあるように患者負担にはなりません。誤って

割引分が医療機関から請求されることがあります。その場合は、保険会社からのEOBを提出し訂正を依頼してください。

海外旅行保険を利用の場合、基本Copay・Deductible・Coinsuranceが発生することはありません。

保険会社からのExplanation of Benefits
This is not a Bill

Service

サービス内容

Date of 
Service

受診日

Billed
Amount

請求額

Discount

提携割引

Allowed

許可額

Not 
Covered

対象外

Copay

一定額自己
負担額

Deductible

免責額

Coinsurance

（免責後の）
自己負担分

Reason 
Code

理由コード

Patient 
Total

患者負担分

検査１ 5/3/2022 $130.87 $69.84 $61.03 $0 $0 61.03 $0 ND 61.03

検査２ 5/3/2022 $109.66 $52.90 $56.76 $0 $0 56.76 $0 ND 56.76

検査３ 5/3/2022 $70.87 $58.05 $12.82 $0 $0 12.82 $0 ND 12.82

TOTAL - $311.40 $180.79 $130.61 $0 $0 $130.61 $0 - $130.61

Remarks 
Code: ND / Patient not responsible for network discount
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医療機関からの請求書 例2-3

自己負担分の精算方法
各医療機関により会計方法は異なりますが、クレジットカード・小切手・電子小切手・電話(クレジットカード)・現金での精算と
なります。支払い期日が近い場合は早めに支払い、または連絡をすれば期日延期をしてもらえることが多いです。
以下は、オンライン上からクレジットカードまたは米国の銀行口座情報を入力し電子小切手での精算ができる例です。
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医療機関からの請求書 例3-1

1

2

3

4

5

６

4

1.明細発行日、患者名、患者アカウント番号

2.Hospitalは病院施設。Provider Serviceは医師費用等を指す。

この明細は施設費用の残高

3.現在の未払い残高、支払い期日

4.Pay by phone、Pay Online 電話またはオンラインから支払い

が可能。質問があればCustomer Serviceの会計Billingへ。

Financial Assistanceは高額な場合に分割払いが可能かなどの

相談窓口

5.クレジットカード情報を記載し郵送で支払いする場合は点線以下

を⑥Pay To宛に送付

6.支払い送付先。実際に受診した病院名称とは異なる場合がある。

会計管理をしている会社名として表記されているため

7.保険情報の変更がある場合は記入し郵送
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医療機関からの請求書 例3-2

☝ポイント

繰り越しでは詳細が分かりません。問合せの結果、受診日も請求金額も一

致しておらず。

保険会社には受診日12/7、保険請求用の額で請求しており全額保険対

象として処理されていたことが判明。結果、患者負担はゼロになった。

訂正が更新されるまで30日ほどかかることが多く、明細期日によっては訂正が

反映される前に再び患者宛に請求書が届くこともあります。再度届いた場合

は念のために連絡して処理中であることを確認しておくとよいでしょう。
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